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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。MはMan（男性）、Iは Intercommunication（情報や意見の交換）、WはWoman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、2009 年 6 月の男女共
同参画週間に、写真展「きらめきの
ひと 仕事を拓く」を開催しました。
表紙の写真は、ご登場いただいた
10 人のうちの一人、今井敏幸さん

（看護士・（財）エイズ予防財団 流
動研究員「2009 年撮影当時」）です。

特集 1	 幸福へ向かう生き方とは
特集2	 地域で子どもを守り育て、
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千代田区役所10F
千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、性に関す
ること、セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴力
などについて相談を受けています。相談は面接でも電話でも可。予
約制になっています。（区内在住、在勤、在学の方対象）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
〈無料・カウンセラー（女性）が担当します〉

◆相談日時
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 17:00～ 21:00
 
第1・3・5　 17:00～ 21:00
第 2・4 　 10:30～ 15:30

 
第1・3・5　 10:30～ 15:30（英）
第 2・4 　 17:00～ 21:00（英）
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 10:30～ 15:30（英）

 ※（英）=英語での相談もできます。

在住の方のみ、託児サービス（有料）があります。

水曜日 金曜日

木曜日 土曜日

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2012年 8月31日

　男女共同参画が進んできたとはいえ、社会や政治の分野での男女の格
差を測る「ジェンダー・ギャップ指数」（世界経済フォーラム　2011 年）
では、日本は 135 カ国中 98 位。男女共同参画社会基本法の制定から 13
年を経過した現在でも、女性の参画は大きな課題となっています。そこ
で MIW では、今年の男女共同参画週間には改めて、女性の社会参画の道
を切り拓いたパイオニアたちに注目しました。UIFA JAPON（国際女性
建築家会議日本支部）のご協力を得て、女性建築家の軌跡をたどる展示「未
来へ―女性建築家のパイオニアたちの肖像展」をはじめ、男女雇用機会
均等法成立の立役者で女性官僚のパイオニアである赤松良子さんの講演、
明治から平成へと激動の時代を駆け抜けた女性たちの活動を追った DVD

「Women Pioneers ― 女性先駆者たち」10 巻を上映しました。

平成24年男女共同参画週間企画「女性パイオニアたち」�

MIWのイベント報告

情報交流会MIW千夜一夜84夜
女性の視点で考える都市型災害への防災力
日　時　 2012年 10月 3日（水）18：30～ 20：00
場　所 千代田区男女共同参画センターMIW交流サロン
ゲスト  浅野幸子さん（早稲田大学地域社会と危機管理研究所客員研究員）、
 千代田区防災・危機管理課職員
女性の視点を入れた地域の防災力アップ・区の防災計画について、危
機管理の専門家や区の担当者にお話を伺います。

MIW登録団体の皆さんの企画
◆ 11月 13日（火）18：30～ 20：00　MIW交流サロン
	 大人のためのおはなし会「カラーパープル—紫にまつわるお話たち」
 神保町応援隊
◆ 11月 17日（土）14：00～ 15：30　MIW交流サロン
	 「SNSなどのネット利用と個人情報保護」
 個人情報保護コンサルタント・コミュニティ

編集後記■ ロンドンオリンピックも無事終了しました。さまざまな感動を与えてくれた大会だったと思います。
連日テレビに釘づけになり、少し寝不足な方もいらっしゃったのではないでしょうか。▼今回、ＭＩ
Ｗで初めて実施した６回にわたる連続講座「幸福へ向かう生き方」は毎回盛況でした。参加した皆
様方にとって、自分にとって幸福とは何かをあらためて考える良い機会になったのではないでしょ
うか。国別「生活への満足度」の順位が日本は 44位、せめて10位入賞には入りたいものですね。（Ｕ）

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　 03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）

（ミュウ）
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築
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築
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計
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な
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を
展
示

区役所 1Fの区民ホールで実施した男女共同参画週間のイベント

アンケートから感想をご紹介します

MIWでは、今年の男女共参画週間
（6月 23日～ 29日）の事業として

「女性パイオニアたち」を開催しました。



23

昨年の東日本大震災以降、これまでの価値観や社会のあり方が問い直さ
れています。世界的にも、これまでの経済的な豊かさに代わるものさし
として「幸福度」を用いる動きがでています。今年５月から６回にわた
り実施したMIWのシリーズ講座「幸福へ向かう生き方」をもとに、私
達のこれからの生き方について考えます。

幸福へ向かう

生き方とは

特集 1

1 デンマーク

2 フィンランド

3 ノルウェー

4 オランダ

5 カナダ

6 スイス

7 スウェーデン

8 ニュージーランド

9 オーストラリア

10 アイルランド

11 米国

12 コスタリカ

17 アラブ首長国連邦

18 英国

23 フランス

25 ブラジル

28 イタリア

30 ドイツ

44 日本

56 韓国

76 ロシア

94 インド

112 中国

155 ペナン

156 トーゴ

 

「
幸
福
度
」
と
い
う

新
し
い
も
の
さ
し

　

人
口
70
万
の
ア
ジ
ア
の
国
ブ
ー

タ
ン
が
、
政
策
に
「
国
民
総
幸
福

度
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）」
を
導
入
す
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
幸

福
度
」。
人
々
が
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
に
着
目

し
、
人
々
が
感
じ
る
幸
福
感
と
そ

れ
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を

も
の
さ
し
と
し
て
考
え
て
い
く
も

の
で
す
。

　

今
年
４
月
、
国
連
で
、
経
済
的

な
豊
か
さ
を
示
す
国
民
総
生
産

（
G
D
P
）に
代
わ
る
新
た
な
も
の
さ

し
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て
、
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
示
さ
れ
た
の

が
国
別
の
「
生
活
へ
の
満
足
度
（
注
1
）」。

こ
れ
は
、
各
国
約
1
0
0
0
人
を
対

象
に
し
た
調
査
で
、
経
済
状
況
や

家
族
関
係
な
ど
、
生
活
や
人
生
へ

の
満
足
度
を
10
段
階
で
聞
い
た
も

の
で
す
。
日
本
は
1
5
6
カ
国
中
44

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
上
位
の
北

い
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
評

価
や
政
治
や
意
思
決
定
の
場
に
市

民
が
参
画
し
て
い
る
か
と
い
っ
た

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
分
野
が
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
、
右

図
の
よ
う
に
「
安
全
」
や
「
教
育
」

は
高
い
も
の
の
、
長
時
間
労
働
や

自
由
時
間
に
関
す
る
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」や「
生
活
満
足
度
」

が
低
い
状
態
で
し
た
。（注
2
）

　

男
女
別
に
見
る
と
、
上
位
10
カ

国
中
９
カ
国
は
、
女
性
の
幸
福
度

が
男
性
よ
り
高
く
、
逆
の
場
合
は
、

中
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
「
幸
福
度
」
が
高
い
国
ほ
ど
、

暮
ら
し
や
す
い
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ

「
幸
福
へ
向
か
う
生
き
方
」

　

Ｍ
Ｉ
Ｗ
で
も
、
幸
福
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
る
講

座
「
幸
福
へ
向
か
う
生
き
方
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま
し
た
。
日

本
で
の
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て
の

指
標
の
考
え
方
や
男
女
共
同
参
画

と
の
関
わ
り
、
自
分
自
身
の
主
観

的
／
内
面
的
な
幸
福
感
、
暴
力
の

な
い
安
全
／
安
心
な
社
会
、
仕
事

と
生
き
方
に
つ
い
て
な
ど
、
内
閣

府
の
「
幸
福
度
に
関
す
る
研
究
会
」

が
提
案
す
る
「
幸
福
度
」
と
区
の

「
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
」
を

結
び
つ
け
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま

し
た
。

（
注
1
） 

生
活
満
足
度
の
順
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「
世
界
幸
福
レ
ポ
ー
ト
」〈
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

サ
ッ
ク
ス（
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
地
球
研

究
所
長
）ら
編
集
〉。
2
0
0
5
年
〜
11
年

に
実
施
さ
れ
た
調
査
か
ら
。

（
注
2
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野
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」
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よ
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暮
ら
し
指
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」ア
ッ

プ
デ
ー
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2
0
1
2
年
5
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各
講
座
か
ら
考
え
る

幸
福
を
考
え
る
視
点

　

各
回
の
講
座
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
講
師
が
、
幸
福
を
考
え
る
際
の

視
点
を
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

　

第
１
回「
今
、日
本
で
の『
幸
福
度
』

と
は
？
」
で
は
、「
生
活・安
全
」「
医

療
・
健
康
」「
労
働
・
企
業
」「
生
活
・

欧
諸
国
と
ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
の
間

に
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
の
「
幸
福
度
」
が

高
い
国
ほ
ど
、
暮
ら
し
や
す
い

　

今
年
５
月
に
は
、
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
「
よ
り

良
い
暮
ら
し
指
標
」
の
最
新
版
を

公
表
し
ま
し
た
。「
住
宅
」「
収
入
」

「
雇
用
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
教
育
」

「
環
境
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
投
票
率

や
立
法
過
程
へ
の
市
民
参
画
）」「
健

康
」「
生
活
満
足
度
」「
安
全
」「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
の
11
の
分

野
の
指
標
を
使
っ
て
36
カ
国
の
「
幸

福
度
」
を
み
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
１
位
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
２
位
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

３
位
が
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
は
21

位
で
し
た
。
１
位
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
、
11
の
す
べ
て
の
分
野
の
評

価
が
高
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
困
っ

た
時
に
頼
り
に
な
る
人
が
い
る
と

第６回まとめの回のワークショップの様子

■国別「生活への満足度」の順位■分野別幸福度の割合（日本）

第1回
5月 24日

講 座

「今、日本での『幸福度』とは ?」
講師：坂本光司さん
（法政大学大学院政策創造研究科教授）

第2回
6月 6日

グループワーク

「自分でつくる穏やかな気持ち
― EFT タッピングでリラックス」
講師：岩本令子さん（セラピスト）

第3回
6月 19日

グループワーク

「地域でつくる安全・安心な人間関係」
講師：松本和子さん
（カウンセラー、精神保健福祉士）

第4回
6月 27日

講演

「男女が輝き、幸福になるために
―パイオニアからのメッセージ」
講師：赤松良子さん（元文部大臣）

第5回
7月 6日

講 座

「自分をいかす仕事・働き方」
講師：西村佳哲さん
（働き方研究家）

第6回
7月 11日

まとめのワークショップ

MIW で実施したシリーズ「幸福へ向かう生き方」のプログラム

2

4

6

8

10

2

0

6

8

10

4

ワークライフ
バランス3.0

安全 9.9

生活の満足度 3.9

健康 5.0

ガバナンス
（投票率や立法過程
への市民参画）４．８

環境 7.3
教育 8.8

雇用 7.1

コミュニティ
（困った時に頼れる
人がいるか等）７．８

収入 6.0

住居 4.7

所出（注2）

所出（注1）
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れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
「
幸
福
度
」
が
高
い
国
ほ
ど
、

暮
ら
し
や
す
い
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ

「
幸
福
へ
向
か
う
生
き
方
」

　

Ｍ
Ｉ
Ｗ
で
も
、
幸
福
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
る
講

座
「
幸
福
へ
向
か
う
生
き
方
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま
し
た
。
日

本
で
の
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て
の

指
標
の
考
え
方
や
男
女
共
同
参
画

と
の
関
わ
り
、
自
分
自
身
の
主
観

的
／
内
面
的
な
幸
福
感
、
暴
力
の

な
い
安
全
／
安
心
な
社
会
、
仕
事

と
生
き
方
に
つ
い
て
な
ど
、
内
閣

府
の
「
幸
福
度
に
関
す
る
研
究
会
」

が
提
案
す
る
「
幸
福
度
」
と
区
の

「
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
」
を

結
び
つ
け
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま

し
た
。

（
注
1
） 

生
活
満
足
度
の
順
位

「
世
界
幸
福
レ
ポ
ー
ト
」〈
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

サ
ッ
ク
ス（
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
地
球
研

究
所
長
）ら
編
集
〉。
2
0
0
5
年
〜
11
年

に
実
施
さ
れ
た
調
査
か
ら
。

（
注
2
） 

分
野
別
「
幸
福
度
」

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ「
よ
り
良
い
暮
ら
し
指
標
」ア
ッ

プ
デ
ー
ト
版　

2
0
1
2
年
5
月

各
講
座
か
ら
考
え
る

幸
福
を
考
え
る
視
点

　

各
回
の
講
座
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
講
師
が
、
幸
福
を
考
え
る
際
の

視
点
を
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

　

第
１
回「
今
、日
本
で
の『
幸
福
度
』

と
は
？
」
で
は
、「
生
活・安
全
」「
医

療
・
健
康
」「
労
働
・
企
業
」「
生
活
・

欧
諸
国
と
ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
の
間

に
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
の
「
幸
福
度
」
が

高
い
国
ほ
ど
、
暮
ら
し
や
す
い

　

今
年
５
月
に
は
、
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
「
よ
り

良
い
暮
ら
し
指
標
」
の
最
新
版
を

公
表
し
ま
し
た
。「
住
宅
」「
収
入
」

「
雇
用
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
教
育
」

「
環
境
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
投
票
率

や
立
法
過
程
へ
の
市
民
参
画
）」「
健

康
」「
生
活
満
足
度
」「
安
全
」「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
の
11
の
分

野
の
指
標
を
使
っ
て
36
カ
国
の
「
幸

福
度
」
を
み
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
１
位
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
２
位
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

３
位
が
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
は
21

位
で
し
た
。
１
位
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
、
11
の
す
べ
て
の
分
野
の
評

価
が
高
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
困
っ

た
時
に
頼
り
に
な
る
人
が
い
る
と

第６回まとめの回のワークショップの様子

■国別「生活への満足度」の順位■分野別幸福度の割合（日本）

第1回
5月 24日

講 座

「今、日本での『幸福度』とは ?」
講師：坂本光司さん
（法政大学大学院政策創造研究科教授）

第2回
6月 6日

グループワーク

「自分でつくる穏やかな気持ち
― EFT タッピングでリラックス」
講師：岩本令子さん（セラピスト）

第3回
6月 19日

グループワーク

「地域でつくる安全・安心な人間関係」
講師：松本和子さん
（カウンセラー、精神保健福祉士）

第4回
6月 27日

講演

「男女が輝き、幸福になるために
―パイオニアからのメッセージ」
講師：赤松良子さん（元文部大臣）

第5回
7月 6日

講 座

「自分をいかす仕事・働き方」
講師：西村佳哲さん
（働き方研究家）

第6回
7月 11日

まとめのワークショップ

MIW で実施したシリーズ「幸福へ向かう生き方」のプログラム

2

4

6

8

10

2

0

6

8

10

4

ワークライフ
バランス3.0

安全 9.9

生活の満足度 3.9

健康 5.0

ガバナンス
（投票率や立法過程
への市民参画）４．８

環境 7.3
教育 8.8

雇用 7.1

コミュニティ
（困った時に頼れる
人がいるか等）７．８

収入 6.0

住居 4.7

所出（注2）

所出（注1）
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特集1

被
害
者
支
援
の
実
践
か
ら
、
安
全
・

安
心
が
な
い
地
域
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
安
全
は
守
ら
れ
な
い
こ
と
、

い
ま
だ
に
、
女
性
や
子
ど
も
へ
の

暴
力
が
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
圧
倒

的
に
多
い
現
代
社
会
の
問
題
に
触

れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
「
男
女
が
輝
き
、
幸
福

に
な
る
た
め
に
」
で
は
、
女
性

官
僚
と
し
て
働
き
、
現
在
も
ユ
ニ

セ
フ
の
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
赤
松
良
子
さ
ん
の
お
話
。

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
女
性
の
社
会

参
画
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
経

さ
ん
か
ら
、
心
身
の
健
康
面
で
の

幸
福
に
関
し
て
、
外
的
な
ス
ト
レ

ス
と
内
的
な
ス
ト
レ
ス
を
明
確
に

し
て
い
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
巻

き
込
ま
れ
ず
自
分
で
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え

方
や
具
体
的
な
ス
キ
ル
（
E
F
T

タ
ッ
ピ
ン
グ
＊

）
に
つ
い
て
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

第
３
回
「
地
域
で
つ
く
る
安
全
・

安
心
な
人
間
関
係
」
で
は
松
本
和

子
さ
ん
が
、
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
：
配
偶
者
等
親

密
な
間
柄
で
の
暴
力
）
や
虐
待
の

験
か
ら
、
男
女
平
等
を
実
現
す
る

制
度
・
法
律
は
必
須
。
だ
が
、
年

を
重
ね
る
こ
と
で
変
わ
っ
て
く
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
中
身

の
変
化
や
本
当
に
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
友
人
や
仕
事
以
外
に

自
分
を
豊
か
に
す
る
も
の
を
大
事

に
し
て
ほ
し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。

　

第
５
回
は
「
自
分
を
い
か
す
仕

事
・
働
き
方
」。
多
く
の
方
々
が
悩

む
テ
ー
マ

——

仕
事
と
生
活
／
生
き

方
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
西
村

佳
哲
さ
ん
が
「
自
分
自
身
の
存
在

を
話
し
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
聞
き
合
う

な
か
で
、
一
人
ひ
と
り
、
心
に
残

る
点
が
違
っ
て
い
た
り
、
自
分
一

人
で
は
気
づ
け
な
い
視
点
を
教
え

て
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
ご
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
幸
福
を
考
え
る
時
の
大
切
な
視
点
」

　

シ
リ
ー
ズ
最
後
の
回
に
、
連
続

し
て
参
加
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に

講
座
の
ま
と
め
と
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

家
族
」
の
４
部
門
40
項
目
か
ら
47

都
道
府
県
の
幸
福
度
を
調
査
し
た

坂
本
光
司
さ
ん
の
お
話
。
幸
福
に

つ
い
て
の
数
値
化
や
ラ
ン
キ
ン
グ

が
大
事
な
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

も
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち 

—

た
と
え
ば
、
障
が
い
者
、
高
齢
者

が
生
き
や
す
い
、
働
き
や
す
い
こ

と
を
大
切
に
す
る
揺
る
ぎ
な
い
価

値
観
を
ど
れ
だ
け
大
事
に
し
て
実

践
し
て
い
く
か
が
大
切
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
2
回
「
自
分
で
つ
く
る
穏
や

か
な
気
持
ち
」
で
は
、
岩
本
令
子

の
輪
郭
を
は
っ
き
り
と
し
て
い
く

生
き
方
、
働
き
方
を
大
切
に
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
感
想
か
ら

新
た
な
気
づ
き
が

　

Ｍ
Ｉ
Ｗ
の
6
回
の
シ
リ
ー
ズ
「
幸

福
へ
向
か
う
生
き
方
」
す
べ
て
に

申
し
込
ま
れ
た
方
は
24
名
。
そ
れ

に
各
回
ご
と
の
参
加
者
も
含
め
て

毎
回
盛
況
で
、
多
く
の
質
問
が
で

ま
し
た
。

　

各
回
の
講
座
の
後
に
は
、
連
続

講
座
の
参
加
者
が
一
人
ず
つ
感
想

の
参
加
者
11
人
が
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ

内
で
自
由
に
討
論
。「
自
分
に
と
っ

て
幸
福
を
考
え
る
時
に
大
切
な
視

点
」
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
次
に

そ
の
意
見
を
、ま
と
め
の
表（
注
3
）

に

貼
付
け
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
た
か
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
幸
福
」
を
考
え
る
際
の
枠
組
み

と
し
て
、
内
閣
府
か
ら
出
さ
れ
た

「
幸
福
度
」
を
考
え
る
際
の
3
つ
の

指
標

——「
経
済
社
会
状
況
」「
健
康
」

「
関
係
性
」
を
使
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、

１ 

経
済
社
会
状
況

「
自
己
実
現
と
そ
の
社
会
的
な
評
価

が
あ
る
こ
と
」「
住
居
と
教
育
」「
自

分
の
頭
と
心
で
人
生
を
決
定
し
て

実
現
す
る
」「
自
分
自
身
の
も
の
さ

し
を
持
つ
」「
人
間
の
尊
厳
＝
人
権

を
大
切
に
す
る
」

２ 

健
康

「
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体

に
」「
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
揮
で
き
る
状
態
」

「
無
関
心
で
は
な
く
動
き
出
す
」「
無

駄
な
緊
張
感
が
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
こ
と
」

３ 

関
係
性

「
地
域
と
の
関
連
、
相
互
理
解
」「
家

庭
内
で
も
社
会
生
活
で
も
男
女
平

等
」「
安
心
で
き
る
関
係
」「
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い

込
み
で
あ
る
と
知
る
事
」「
主
婦
で

も
自
分
の
時
間
を
も
ち
学
び
続
け

る
こ
と
」「
分
か
ち
合
う
事
、
自
助

と
公
助
と
と
も
に
、
共
助
が
大
事
」

「
自
分
が
生
か
さ
れ
、
他
人
を
受
容

し
、居
場
所
に
安
心
感
が
あ
る
」「
他

か
ら
の
受
容
、
共
感
、
認
知
」
な

ど
、
幸
福
を
考
え
る
上
で
大
切
に

し
た
い
多
様
な
視
点
が
で
ま
し
た
。

も
っ
と
も
多
く
の
意
見
が
出
た
の

は
、
関
係
性
の
分
野
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
一
人
ひ
と
り
が
感
じ

る
幸
福
感
を
主
観
的
な
面
と
客
観

的
な
面
の
車
輪
の
両
輪
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？
」

と
の
意
見
も
で
ま
し
た
。

　
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
身
の
生
き
方
や
暮
ら
し
に

結
び
つ
け
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
生
き
や
す
い
、

つ
ま
り
、
幸
福
へ
と
つ
な
が
る
生

き
方
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

他
者
を
尊
重
し
て
い
く
、
男
女
共

同
参
画
の
考
え
方
が
目
指
す
も
の

に
つ
な
が
り
ま
す
よ
ね
」「
一
人
で

は
幸
福
に
は
な
れ
な
い
。
周
り
の

人
た
ち
と
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
、
社
会
と
と
も
に
幸
福
を
考

え
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
の

参
加
者
の
ご
感
想
で
す
。

（注 3）
シリーズ最後の回のワークショップは、グループで議論しながら「幸福を考え
る時の大切な視点」を出し合いました。

「幸福度」を考える際の枠組みとして、内閣府から出された３つの指標  ①「経
済的社会的状況：基本的ニーズ、住居、子育て、雇用、社会制度」、②「健康：
身体面、精神面」、③「関係性：ライフスタイル、家族／地域社会／自然との
関わり」の枠組に、「第４次千代田男女平等推進行動計画」の基本理念を一緒
に考えあわせ、メンバーが２つずつ、それぞれの意見を貼っていきました。グ
ループでの話し合いのあと、グループの結果を皆の前で発表しました。

客観的幸福感主観的幸福感

基本
理念

目標

幸福へ向かう

生き方とは

A グループの皆さん（左から、新井義彦さん、加藤和子さん、濃田かすみさん、
山下勝治さん）と出された意見

＊ EFT タッピング：経絡を軽くたたくことで、感情的なストレスを軽減する心理療法のひとつ。

C グループの皆さん（左から、松永貞香さん、大橋重珠さん、神余明夫さん）
と出された意見

Bグループの皆さん（左から、土堤内昭雄さん、金子香織さん、前田麻弥さん、
坂本忠幸さん）と出された意見

「幸福へ向かう生き方」第 6 回でのまとめでの表
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特集1

被
害
者
支
援
の
実
践
か
ら
、
安
全
・

安
心
が
な
い
地
域
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
安
全
は
守
ら
れ
な
い
こ
と
、

い
ま
だ
に
、
女
性
や
子
ど
も
へ
の

暴
力
が
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
圧
倒

的
に
多
い
現
代
社
会
の
問
題
に
触

れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
「
男
女
が
輝
き
、
幸
福

に
な
る
た
め
に
」
で
は
、
女
性

官
僚
と
し
て
働
き
、
現
在
も
ユ
ニ

セ
フ
の
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
赤
松
良
子
さ
ん
の
お
話
。

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
女
性
の
社
会

参
画
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
経

さ
ん
か
ら
、
心
身
の
健
康
面
で
の

幸
福
に
関
し
て
、
外
的
な
ス
ト
レ

ス
と
内
的
な
ス
ト
レ
ス
を
明
確
に

し
て
い
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
巻

き
込
ま
れ
ず
自
分
で
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え

方
や
具
体
的
な
ス
キ
ル
（
E
F
T

タ
ッ
ピ
ン
グ
＊

）
に
つ
い
て
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

第
３
回
「
地
域
で
つ
く
る
安
全
・

安
心
な
人
間
関
係
」
で
は
松
本
和

子
さ
ん
が
、
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
：
配
偶
者
等
親

密
な
間
柄
で
の
暴
力
）
や
虐
待
の

験
か
ら
、
男
女
平
等
を
実
現
す
る

制
度
・
法
律
は
必
須
。
だ
が
、
年

を
重
ね
る
こ
と
で
変
わ
っ
て
く
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
中
身

の
変
化
や
本
当
に
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
友
人
や
仕
事
以
外
に

自
分
を
豊
か
に
す
る
も
の
を
大
事

に
し
て
ほ
し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。

　

第
５
回
は
「
自
分
を
い
か
す
仕

事
・
働
き
方
」。
多
く
の
方
々
が
悩

む
テ
ー
マ

——

仕
事
と
生
活
／
生
き

方
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
西
村

佳
哲
さ
ん
が
「
自
分
自
身
の
存
在

を
話
し
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
聞
き
合
う

な
か
で
、
一
人
ひ
と
り
、
心
に
残

る
点
が
違
っ
て
い
た
り
、
自
分
一

人
で
は
気
づ
け
な
い
視
点
を
教
え

て
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
ご
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
幸
福
を
考
え
る
時
の
大
切
な
視
点
」

　

シ
リ
ー
ズ
最
後
の
回
に
、
連
続

し
て
参
加
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に

講
座
の
ま
と
め
と
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

家
族
」
の
４
部
門
40
項
目
か
ら
47

都
道
府
県
の
幸
福
度
を
調
査
し
た

坂
本
光
司
さ
ん
の
お
話
。
幸
福
に

つ
い
て
の
数
値
化
や
ラ
ン
キ
ン
グ

が
大
事
な
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

も
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち 

—

た
と
え
ば
、
障
が
い
者
、
高
齢
者

が
生
き
や
す
い
、
働
き
や
す
い
こ

と
を
大
切
に
す
る
揺
る
ぎ
な
い
価

値
観
を
ど
れ
だ
け
大
事
に
し
て
実

践
し
て
い
く
か
が
大
切
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
2
回
「
自
分
で
つ
く
る
穏
や

か
な
気
持
ち
」
で
は
、
岩
本
令
子

の
輪
郭
を
は
っ
き
り
と
し
て
い
く

生
き
方
、
働
き
方
を
大
切
に
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
感
想
か
ら

新
た
な
気
づ
き
が

　

Ｍ
Ｉ
Ｗ
の
6
回
の
シ
リ
ー
ズ
「
幸

福
へ
向
か
う
生
き
方
」
す
べ
て
に

申
し
込
ま
れ
た
方
は
24
名
。
そ
れ

に
各
回
ご
と
の
参
加
者
も
含
め
て

毎
回
盛
況
で
、
多
く
の
質
問
が
で

ま
し
た
。

　

各
回
の
講
座
の
後
に
は
、
連
続

講
座
の
参
加
者
が
一
人
ず
つ
感
想

の
参
加
者
11
人
が
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ

内
で
自
由
に
討
論
。「
自
分
に
と
っ

て
幸
福
を
考
え
る
時
に
大
切
な
視

点
」
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
次
に

そ
の
意
見
を
、ま
と
め
の
表（
注
3
）

に

貼
付
け
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
た
か
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
幸
福
」
を
考
え
る
際
の
枠
組
み

と
し
て
、
内
閣
府
か
ら
出
さ
れ
た

「
幸
福
度
」
を
考
え
る
際
の
3
つ
の

指
標

——「
経
済
社
会
状
況
」「
健
康
」

「
関
係
性
」
を
使
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、

１ 

経
済
社
会
状
況

「
自
己
実
現
と
そ
の
社
会
的
な
評
価

が
あ
る
こ
と
」「
住
居
と
教
育
」「
自

分
の
頭
と
心
で
人
生
を
決
定
し
て

実
現
す
る
」「
自
分
自
身
の
も
の
さ

し
を
持
つ
」「
人
間
の
尊
厳
＝
人
権

を
大
切
に
す
る
」

２ 
健
康

「
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体

に
」「
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
揮
で
き
る
状
態
」

「
無
関
心
で
は
な
く
動
き
出
す
」「
無

駄
な
緊
張
感
が
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
こ
と
」

３ 

関
係
性

「
地
域
と
の
関
連
、
相
互
理
解
」「
家

庭
内
で
も
社
会
生
活
で
も
男
女
平

等
」「
安
心
で
き
る
関
係
」「
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い

込
み
で
あ
る
と
知
る
事
」「
主
婦
で

も
自
分
の
時
間
を
も
ち
学
び
続
け

る
こ
と
」「
分
か
ち
合
う
事
、
自
助

と
公
助
と
と
も
に
、
共
助
が
大
事
」

「
自
分
が
生
か
さ
れ
、
他
人
を
受
容

し
、居
場
所
に
安
心
感
が
あ
る
」「
他

か
ら
の
受
容
、
共
感
、
認
知
」
な

ど
、
幸
福
を
考
え
る
上
で
大
切
に

し
た
い
多
様
な
視
点
が
で
ま
し
た
。

も
っ
と
も
多
く
の
意
見
が
出
た
の

は
、
関
係
性
の
分
野
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
一
人
ひ
と
り
が
感
じ

る
幸
福
感
を
主
観
的
な
面
と
客
観

的
な
面
の
車
輪
の
両
輪
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？
」

と
の
意
見
も
で
ま
し
た
。

　
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
身
の
生
き
方
や
暮
ら
し
に

結
び
つ
け
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
生
き
や
す
い
、

つ
ま
り
、
幸
福
へ
と
つ
な
が
る
生

き
方
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

他
者
を
尊
重
し
て
い
く
、
男
女
共

同
参
画
の
考
え
方
が
目
指
す
も
の

に
つ
な
が
り
ま
す
よ
ね
」「
一
人
で

は
幸
福
に
は
な
れ
な
い
。
周
り
の

人
た
ち
と
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
、
社
会
と
と
も
に
幸
福
を
考

え
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
の

参
加
者
の
ご
感
想
で
す
。

（注 3）
シリーズ最後の回のワークショップは、グループで議論しながら「幸福を考え
る時の大切な視点」を出し合いました。

「幸福度」を考える際の枠組みとして、内閣府から出された３つの指標  ①「経
済的社会的状況：基本的ニーズ、住居、子育て、雇用、社会制度」、②「健康：
身体面、精神面」、③「関係性：ライフスタイル、家族／地域社会／自然との
関わり」の枠組に、「第４次千代田男女平等推進行動計画」の基本理念を一緒
に考えあわせ、メンバーが２つずつ、それぞれの意見を貼っていきました。グ
ループでの話し合いのあと、グループの結果を皆の前で発表しました。

客観的幸福感主観的幸福感

基本
理念

目標

幸福へ向かう

生き方とは

A グループの皆さん（左から、新井義彦さん、加藤和子さん、濃田かすみさん、
山下勝治さん）と出された意見

＊ EFT タッピング：経絡を軽くたたくことで、感情的なストレスを軽減する心理療法のひとつ。

C グループの皆さん（左から、松永貞香さん、大橋重珠さん、神余明夫さん）
と出された意見

Bグループの皆さん（左から、土堤内昭雄さん、金子香織さん、前田麻弥さん、
坂本忠幸さん）と出された意見

「幸福へ向かう生き方」第 6 回でのまとめでの表
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特集2

江戸川子どもの虐待防止キャンペーンでの若者会議の様子。アンケートに使う言葉をどうするか、お茶やお菓子を囲みながら
リラックスした雰囲気で行いました。活動の場である一軒家「松江の家」で。

左から、飯海大喜さん、
事務局長の青木沙織さん、
佐藤暁子さん。青木さんの
胸には児童虐待防止のオレンジ
色のメッセージリボン

Teens Map

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
か
ら

始
ま
っ
た
活
動

  

地
域
の
大
人
と
若
者
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
、
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
る
任
意
団
体
「
江
戸
川
子

ど
も
お
ん
ぶ
ず
」。
事
務
局
長
の
青

木
沙
織
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
「
江
戸
川
子
ど
も
お
ん
ぶ
す
」
は

「
国
連
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
学

習
会
が
き
っ
か
け
で
、
専
門
家
や

市
民
な
ど
が
集
ま
っ
て
で
き
ま
し

た
。「
お
ん
ぶ
ず
」
で
は
、こ
れ
ま
で
、

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
基
づ
き
、

N
G
O
や
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
謳
う
「
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
日
本
の

地
域
の
中
で
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ

の
普
及
・
啓
発
や
自
治
体
へ
の
提

言
活
動
の
実
施
、
手
織
り
「
さ
を

り
織
り
」
を
活
用
し
た
子
ど
も
の

表
現
ワ
ー
ク
の
実
施
、
子
ど
も
・

若
者
の
参
画
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な

　
「
若
者
会
議
は
『
お
ん
ぶ
す
』
の

活
動
の
場
で
あ
る
一
軒
家
『
松
江

の
家
』
を
中
心
に
や
り
ま
し
た
。
お

菓
子
や
飲
み
物
を
用
意
し
て
、
お

し
ゃ
べ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
で
き

る
。
子
ど
も
た
ち
の
率
直
な
声
は
、

楽
し
い
中
で
で
て
く
る
」
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
そ
う
し
た
場
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
設
問
に
関
し
て
こ
ん
な
意

見
が
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
と
こ
ろ

な
ら
相
談
で
き
る
の
か
を
尋
ね
る

場
合
、『
子
ど
も
が
困
っ
た
ら
相
談

室
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
に
相
談
し
ま
す
か
？
』
と
い
う

よ
う
な
主
語
を
『
子
ど
も
』
に
し

て
一
般
的
な
機
関
を
列
挙
す
る
設

問
で
は
な
く
、
主
語
を
『
子
ど
も
』

で
は
な
く
『
あ
な
た
』
に
し
て
、
相

談
す
る
の
は
ど
こ
？
』
っ
て
い
う

言
葉
を
使
う
の
は
ど
う
か
な
」
と

か
、「『
し
あ
わ
せ
』
と
感
じ
る
街
に

す
る
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
？
」
と
い
う
設
問
で
も
、
主
語

が
『
子
ど
も
が
』
だ
と
自
分
よ
り

も
年
齢
が
低
い
子
を
想
像
し
ち
ゃ

う
し
、『
あ
な
た
が
』
だ
と
自
分
の

こ
と
だ
け
み
た
い
。
だ
か
ら
、
主

語
を
『
あ
な
た
と
友
達
が
』
に
し

よ
う
」
な
ど
の
議
論
を
重
ね
て
設

問
を
作
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
漠
然
と
虐
待
に
つ
い
て
質
問
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
、
考
え
て
答
え
て
も
ら

え
る
設
問
に
し
よ
う
と
、
若
者
た

事
業
の
実
施
を
中
心
に
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
は

子
ど
も
が
知
っ
て
い
る

　

2
0
1
0
年
に
、
地
域
で
小
学

校
1
年
生
の
男
の
子
が
虐
待
さ

れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事

件
を
う
け
、
何
か
し
な
く
て
は
と
、

青
木
さ
ん
た
ち
は
「
虐
待
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

十
数
人
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
で
き
た
「
チ
ー
ム
あ
さ
っ
て
」

と
と
も
に
、
専
門
家
を
交
え
て
児

童
虐
待
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
・

ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
て
、

私
た
ち
大
人
は
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

た
」
と
青
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
実
施
。
回

収
さ
れ
た
1
0
4
3
通
を
も
と
に
、

子
ど
も
や
若
者
の
素
直
な
思
い
を

届
け
る
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
、

「
江
戸
川
子
ど
も
虐
待
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
だ
け
で
は
、

子
ど
も
が
真
ん
中
に
い
る
と
は
い

え
な
い
。
具
体
的
に
街
の
仕
組
み

が
変
わ
ら
な
く
て
は
」
と
、
子
ど
も

に
聴
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ
た
児
童
虐
待
防
止

施
策
の
推
進
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
声
を
集
め
ま
し
た
。
18
歳

以
下
を
対
象
に
ウ
ェ
ブ
も
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
暴
力
の
犠
牲
に
な

ら
な
い
街
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
募
っ
た
の
で
す
。
そ

の
作
業
の
中
心
は
、「
チ
ー
ム
あ
さ
っ

て
」
の
若
者
た
ち
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
設
問
づ
く
り
や
児
童
相
談
所

へ
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
心
に
き
ち
ん
と
届
く

聞
き
方
、
子
ど
も
が
ど
う
し
た
ら

話
す
か
、
そ
の
方
法
や
話
し
た
く

な
る
気
持
ち
を
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
の
は
子
ど
も
た
ち
」
と
青
木

さ
ん
た
ち
は
考
え
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
『
話
し
て
』
と

言
っ
て
も
話
さ
な
い
。
ま
ず
子
ど

も
た
ち
が
い
る
場
に
大
人
が
身
を

置
い
て
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大

事
」
と
青
木
さ
ん
。

　
「
聴
い
て
受
け
と
め
て
く
れ
る
人

に
対
し
て
は
話
す
け
ど
、
大
人
で

も
同
世
代
で
も
一
人
で
し
ゃ
べ
り

続
け
る
人
に
は
、
話
し
に
く
い
よ

ね
」
と
若
い
メ
ン
バ
ー
の
飯
海
さ

ん
と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

新聞やテレビで「いじめ」や「児童
虐待」の文字を目にしないことのな
い毎日。地域で子どもたちを守り、
ともに育ち・育てるために、今、私
たちに何ができるでしょうか？　地
域で活動する「江戸川子どもおんぶ
ず」と「神保町おさんぽ隊」にお話
を伺いました。

地域で子どもを
守り育て、育ち合う

中高生が利用できる地域の施設や資源
の地図「えどがわティーンズマップ」 表現ワーク「さをり織り」。児童虐待

防止への願いを込め、リレー式でオレ
ンジリボンを織りつないでいます。

「えどがわティーンズマップ」
調査員の若者たち

子
ど
も
の
声
が
社
会
を
変
え
る

　

活
動
を
し
な
が
ら
、
立
ち
戻
る

の
は
、「
国
連
の
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
だ
と
青
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「『
子
ど
も
の
権
利
条
約
』
は
私

た
ち
に
と
っ
て
優
れ
た
バ
イ
ブ
ル
。

と
く
に
12
条
『
子
ど
も
に
は
そ
の

子
の
v
iew（
意
見
）が
あ
る
。
そ

の
子
の
意
見
を
尊
重
し
、
大
人
や

社
会
は
そ
れ
を
聴
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
』
を
一
番
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。
子
ど
も
の
声
が
社
会
を

変
え
る
。
被
害
を
受
け
た
子
の
声

が
、
次
の
被
害
を
生
ま
な
い
救
い

の
声
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
0
0
年
か
ら
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
は
子
ど
も

の
声
を
聴
き
な
が
ら
進
め
る
と
い

う
手
法
が
進
ん
で
い
ま
す
。
家
庭

で
、
地
域
で
子
ど
も
の
声
を
聴
く

こ
と
、
話
し
や
す
い
場
を
つ
く
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
街
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

子どもの声が社会を変える
子どもの権利を守る地域に

江戸川
子どもおんぶず

「国連子どもの権利条約」の
理念がいきる「子どもにや
さしいまち」を目指す市民
の団体。これまでに、子ど
もの権利条約の普及啓発、

「さをり織り」での表現ワー
ク、子どものための電話事
業、中高生が利用できる地
域資源の地図「ティーンズ
マップ」づくり、「江戸川子
どもの虐待防止キャンペー
ン」などを展開。任意団体。

■江戸川子どもおんぶず　http://ekombuds.cocolog-nifty.com/blog/
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江戸川子どもの虐待防止キャンペーンでの若者会議の様子。アンケートに使う言葉をどうするか、お茶やお菓子を囲みながら
リラックスした雰囲気で行いました。活動の場である一軒家「松江の家」で。

左から、飯海大喜さん、
事務局長の青木沙織さん、
佐藤暁子さん。青木さんの
胸には児童虐待防止のオレンジ
色のメッセージリボン

Teens Map

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
か
ら

始
ま
っ
た
活
動

  

地
域
の
大
人
と
若
者
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
、
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
る
任
意
団
体
「
江
戸
川
子

ど
も
お
ん
ぶ
ず
」。
事
務
局
長
の
青

木
沙
織
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
「
江
戸
川
子
ど
も
お
ん
ぶ
す
」
は

「
国
連
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
学

習
会
が
き
っ
か
け
で
、
専
門
家
や

市
民
な
ど
が
集
ま
っ
て
で
き
ま
し

た
。「
お
ん
ぶ
ず
」
で
は
、こ
れ
ま
で
、

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
基
づ
き
、

N
G
O
や
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
謳
う
「
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
日
本
の

地
域
の
中
で
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ

の
普
及
・
啓
発
や
自
治
体
へ
の
提

言
活
動
の
実
施
、
手
織
り
「
さ
を

り
織
り
」
を
活
用
し
た
子
ど
も
の

表
現
ワ
ー
ク
の
実
施
、
子
ど
も
・

若
者
の
参
画
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な

　
「
若
者
会
議
は
『
お
ん
ぶ
す
』
の

活
動
の
場
で
あ
る
一
軒
家
『
松
江

の
家
』
を
中
心
に
や
り
ま
し
た
。
お

菓
子
や
飲
み
物
を
用
意
し
て
、
お

し
ゃ
べ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
で
き

る
。
子
ど
も
た
ち
の
率
直
な
声
は
、

楽
し
い
中
で
で
て
く
る
」
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
そ
う
し
た
場
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
設
問
に
関
し
て
こ
ん
な
意

見
が
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
と
こ
ろ

な
ら
相
談
で
き
る
の
か
を
尋
ね
る

場
合
、『
子
ど
も
が
困
っ
た
ら
相
談

室
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
に
相
談
し
ま
す
か
？
』
と
い
う

よ
う
な
主
語
を
『
子
ど
も
』
に
し

て
一
般
的
な
機
関
を
列
挙
す
る
設

問
で
は
な
く
、
主
語
を
『
子
ど
も
』

で
は
な
く
『
あ
な
た
』
に
し
て
、
相

談
す
る
の
は
ど
こ
？
』
っ
て
い
う

言
葉
を
使
う
の
は
ど
う
か
な
」
と

か
、「『
し
あ
わ
せ
』
と
感
じ
る
街
に

す
る
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
？
」
と
い
う
設
問
で
も
、
主
語

が
『
子
ど
も
が
』
だ
と
自
分
よ
り

も
年
齢
が
低
い
子
を
想
像
し
ち
ゃ

う
し
、『
あ
な
た
が
』
だ
と
自
分
の

こ
と
だ
け
み
た
い
。
だ
か
ら
、
主

語
を
『
あ
な
た
と
友
達
が
』
に
し

よ
う
」
な
ど
の
議
論
を
重
ね
て
設

問
を
作
っ
て
い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
漠
然
と
虐
待
に
つ
い
て
質
問
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
、
考
え
て
答
え
て
も
ら

え
る
設
問
に
し
よ
う
と
、
若
者
た

事
業
の
実
施
を
中
心
に
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
は

子
ど
も
が
知
っ
て
い
る

　

2
0
1
0
年
に
、
地
域
で
小
学

校
1
年
生
の
男
の
子
が
虐
待
さ

れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事

件
を
う
け
、
何
か
し
な
く
て
は
と
、

青
木
さ
ん
た
ち
は
「
虐
待
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

十
数
人
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
で
き
た
「
チ
ー
ム
あ
さ
っ
て
」

と
と
も
に
、
専
門
家
を
交
え
て
児

童
虐
待
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
・

ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
て
、

私
た
ち
大
人
は
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

た
」
と
青
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
実
施
。
回

収
さ
れ
た
1
0
4
3
通
を
も
と
に
、

子
ど
も
や
若
者
の
素
直
な
思
い
を

届
け
る
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
、

「
江
戸
川
子
ど
も
虐
待
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
だ
け
で
は
、

子
ど
も
が
真
ん
中
に
い
る
と
は
い

え
な
い
。
具
体
的
に
街
の
仕
組
み

が
変
わ
ら
な
く
て
は
」
と
、
子
ど
も

に
聴
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ
た
児
童
虐
待
防
止

施
策
の
推
進
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
声
を
集
め
ま
し
た
。
18
歳

以
下
を
対
象
に
ウ
ェ
ブ
も
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
暴
力
の
犠
牲
に
な

ら
な
い
街
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
募
っ
た
の
で
す
。
そ

の
作
業
の
中
心
は
、「
チ
ー
ム
あ
さ
っ

て
」
の
若
者
た
ち
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
設
問
づ
く
り
や
児
童
相
談
所

へ
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
心
に
き
ち
ん
と
届
く

聞
き
方
、
子
ど
も
が
ど
う
し
た
ら

話
す
か
、
そ
の
方
法
や
話
し
た
く

な
る
気
持
ち
を
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
の
は
子
ど
も
た
ち
」
と
青
木

さ
ん
た
ち
は
考
え
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
『
話
し
て
』
と

言
っ
て
も
話
さ
な
い
。
ま
ず
子
ど

も
た
ち
が
い
る
場
に
大
人
が
身
を

置
い
て
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大

事
」
と
青
木
さ
ん
。

　
「
聴
い
て
受
け
と
め
て
く
れ
る
人

に
対
し
て
は
話
す
け
ど
、
大
人
で

も
同
世
代
で
も
一
人
で
し
ゃ
べ
り

続
け
る
人
に
は
、
話
し
に
く
い
よ

ね
」
と
若
い
メ
ン
バ
ー
の
飯
海
さ

ん
と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

新聞やテレビで「いじめ」や「児童
虐待」の文字を目にしないことのな
い毎日。地域で子どもたちを守り、
ともに育ち・育てるために、今、私
たちに何ができるでしょうか？　地
域で活動する「江戸川子どもおんぶ
ず」と「神保町おさんぽ隊」にお話
を伺いました。

地域で子どもを
守り育て、育ち合う

中高生が利用できる地域の施設や資源
の地図「えどがわティーンズマップ」 表現ワーク「さをり織り」。児童虐待

防止への願いを込め、リレー式でオレ
ンジリボンを織りつないでいます。

「えどがわティーンズマップ」
調査員の若者たち

子
ど
も
の
声
が
社
会
を
変
え
る

　

活
動
を
し
な
が
ら
、
立
ち
戻
る

の
は
、「
国
連
の
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
だ
と
青
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「『
子
ど
も
の
権
利
条
約
』
は
私

た
ち
に
と
っ
て
優
れ
た
バ
イ
ブ
ル
。

と
く
に
12
条
『
子
ど
も
に
は
そ
の

子
の
v
iew（
意
見
）が
あ
る
。
そ

の
子
の
意
見
を
尊
重
し
、
大
人
や

社
会
は
そ
れ
を
聴
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
』
を
一
番
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。
子
ど
も
の
声
が
社
会
を

変
え
る
。
被
害
を
受
け
た
子
の
声

が
、
次
の
被
害
を
生
ま
な
い
救
い

の
声
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
0
0
年
か
ら
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
は
子
ど
も

の
声
を
聴
き
な
が
ら
進
め
る
と
い

う
手
法
が
進
ん
で
い
ま
す
。
家
庭

で
、
地
域
で
子
ど
も
の
声
を
聴
く

こ
と
、
話
し
や
す
い
場
を
つ
く
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
街
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

子どもの声が社会を変える
子どもの権利を守る地域に

江戸川
子どもおんぶず

「国連子どもの権利条約」の
理念がいきる「子どもにや
さしいまち」を目指す市民
の団体。これまでに、子ど
もの権利条約の普及啓発、

「さをり織り」での表現ワー
ク、子どものための電話事
業、中高生が利用できる地
域資源の地図「ティーンズ
マップ」づくり、「江戸川子
どもの虐待防止キャンペー
ン」などを展開。任意団体。

■江戸川子どもおんぶず　http://ekombuds.cocolog-nifty.com/blog/
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す
ず
ら
ん
祭
り
で
お
は
な
し
会

  

千
代
田
区
神
保
町
は
古
書
店
が

立
ち
並
ぶ
本
の
街
。
そ
ん
な
「
神

保
町
が
大
好
き
な
神
保
町
フ
ァ
ン
」

が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
の
が
「
神

保
町
応
援
隊
」
で
す
。 

そ
の
な
か

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
「
神
保
町
お
さ
ん

ぽ
隊
」。　

　

今
年
５
月
に
神
保
町
で
開
催
さ

れ
た
「
す
ず
ら
ん
祭
り
」
で
も
、「
お

さ
ん
ぽ
隊
」
の
皆
さ
ん
が
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
し
た
。
す
ず
ら
ん
通

り
に
建
て
ら
れ
た
テ
ン
ト
「
み
ん

な
の
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
」
に
は
、
朝

か
ら
始
ま
り
を
待
ち
か
ね
た
親
子

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

始
ま
る
前
か
ら
読
み
手
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
じ
ゃ
れ
合
う

初
対
面
の
子
ど
も
た
ち
。
絵
本
が

子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
を
縮
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

お
話
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
そ

の
な
か
で
、
自
分
の
好
き
な
絵
本

を
読
み
続
け
る
子
も
い
て
、
そ
れ

　

七
夕
の
飾
り
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
プ
が
終
わ
り
に
さ
し
か
か
る

と
、
お
待
ち
か
ね
の
お
は
な
し
会
。

紙
芝
居
「
な
ぜ
、
七
夕
に
さ
さ
か

ざ
り
を
す
る
の
？
」（
常
光
徹
／
監

修
、
藤
田
ひ
お
こ
／
絵
）
を
は
じ
め
、

「
し
ん
か
ん
く
ん 

よ
う
ち
え
ん
に
い

く
」（
の
ぶ
み
／
作
）、「
ご
め
ん
ね
！
」

（
ノ
ル
ベ
ル
ト・ラ
ン
ダ
／
作
、
テ
ィ

ム
・
ワ
ー
ン
ズ
／
絵
）、
英
語
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
D
o
w
n 

b
y 

t
h
e  

S
t
a
t
i
o
n
」（
W
i
l
l 

H
i
l
l
e
n
b
r
a
n
d
）
で
は

ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
み

ん
な
で
英
語
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　
「
お
さ
ん
ぽ
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
に

伺
い
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
、
幼
稚
園
に
行
け
な
く

な
っ
た
子
を
皆
で
迎
え
に
い
く
話

や
、
け
ん
か
し
た
け
ど
ち
ゃ
ん
と

謝
っ
て
仲
直
り
す
る
絵
本
。
地
域

の
な
か
で
、
子
ど
も
と
大
人
が
絵

ぞ
れ
の
子
ど
も
が
好
き
な
よ
う
に

自
由
に
「
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
」
に
い

ら
れ
る
雰
囲
気
で
す
。

　

じ
っ
と
聞
い
て
い
た
か
と
思
う

と
突
然
質
問
が
出
た
り
歓
声
が
上

が
っ
た
り
。絵
本「
大
き
な
か
ぶ
」（
ト

ル
ス
ト
イ
／
作
、
佐
藤
忠
良
／
絵
）

で
み
ん
な
で
か
ぶ
を
引
き
抜
く
場

面
で
は
「
う
ん
と
こ
し
ょ
、
ど
っ

こ
い
し
ょ
」
と
、
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
の
大
き
な
声
。
周
り
の

大
人
た
ち
も
一
緒
に
声
を
合
わ
せ

ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
と

言
え
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
け
ど
、

お
は
な
し
会
に
は
〈
楽
し
い
〉〈
友

達
を
大
切
に
す
る
〉〈
助
け
合
う
〉

な
ど
の
テ
ー
マ
の
本
を
選
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

か
ら
、
互
い
を
認
め
て
大
切
に
す

る
こ
と
を
感
性
で
感
じ
て
く
れ
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

渡
島
直
之
さ
ん
。

　

参
加
し
た
母
親
は
「
自
宅
で
も

本
を
通
し
て
、『
こ
れ
は
大
切
！
』

と
い
う
事
を
感
じ
ら
れ
る
場
が
あ

る
の
が
い
い
で
す
よ
ね
」（
加
藤
ね

い
さ
ん
）

　
「
専
業
主
婦
で
子
ど
も
を
育
て
て

き
た
な
か
で
、
男
だ
か
ら
女
だ
か

ら
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
子
ら
し

く
人
生
を
生
き
て
ほ
し
い
と
育
て

て
き
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な
英

語
を
使
っ
て
固
定
観
念
に
縛
ら
れ

な
い
生
き
方
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
」（
横
溝
美
由
紀
さ
ん
）

　

気
負
わ
ず
、
無
理
な
く
、
楽
し
ん

で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
「
神
保

町
お
さ
ん
ぽ
隊
」
の
皆
さ
ん
。
そ

の
活
動
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り

を
認
め
合
い
、
個
性
を
大
切
に
す

る
思
い
を
育
て
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
は
し
ま
す
が
、
え
ほ

ん
ひ
ろ
ば
で
の
子
ど
も
の
反
応
が

違
い
ま
す
。
若
い
男
性
か
ら
年
配

の
女
性
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

が
絵
本
を
読
ん
で
く
れ
る
し
、
こ

こ
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
も
さ
ま

ざ
ま
。
世
界
が
広
が
る
み
た
い
で
、

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

〈
本
好
き
〉
が
集
ま
っ
て

　
「
神
保
町
応
援
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

は
10
代
か
ら
70
代
以
上
ま
で
の

1
3
0
人
。
男
女
半
々
で
、
職
業
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
神
保
町
を
楽
し
い

魅
力
的
な
街
に
す
る
た
め
、
お
祭

り
の
応
援
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

誌
「
お
さ
ん
ぽ
神
保
町
」
な
ど
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の「
応
援
隊
」

の
中
で
「
お
さ
ん
ぽ
隊
」
に
は
本

好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
水
道
橋
に
あ
る
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
学
院
や
共
立
女
子
大
学
の
学

生
さ
ん
、
子
ど
も
や
孫
に
読
み
聞

か
せ
を
と
思
う
主
婦
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

本
屋
と
コ
ラ
ボ
で
お
は
な
し
会

　

街
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、「
お

さ
ん
ぽ
隊
」
は
神
保
町
の
本
屋
さ

ん
で
定
期
的
に
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
季
節
の
行
事
に
合

わ
せ
て
年
３
回
程
度
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
７
月
１
日（
日
）に
は「
七

夕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
お
は
な
し

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今年の5月26日（土）、本の街神保町での「す
ずらん祭り」におさんぽ隊の皆さんが「みんな
のえほんひろば」を出店。テントのなかには絵
本がいっぱい。読み聞かせが始まると、子ども
たちはじっと聞き入り、読み手のお兄さんの質
問に我先に声をあげていました。

パネルシアターによる『アイウエ王』

渡島直之さん

横溝美由紀さん

神保町おさんぽ隊の皆さん

7月1日の「七夕ワークショップ＆おはなし会」（「ブックハウス神保町」で）

児童虐待

　厚生労働省によると、平成22年度の全国
の児童相談所における児童虐待に関する相談
は５万6,384件（福島県を除く）。相談件
数は年々増加しており、平成22年度は児童
虐待防止法施行前の11年度に比べて、４.８
倍になっています。また、虐待や心中によっ
て88人（虐待49人、心中39人）の子ど
もが死亡しています。20年度の128人（虐
待67人、心中61人）から減ったものの、
２日強に一人の割合で子どもの命が奪われて
います。虐待で死亡した子どもの9割が０
〜5歳児で、0歳が4割を占めています。

（平成22年度「児童虐待相談の対応件数及び虐待によ
る死亡事例件数」　厚生労働省）

いじめ

　平成22年度のいじめの件数（認知）は7
万5,295件で、平成18年度12万4,898
件よりは減ったものの、昨年の7万2,778
件よりも増加しています。小学生から高校生
まで1,000人当たり５．６件のいじめが発生
していることになります。
（平成22年度　「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸
問題に関する調査」文部科学省）

児童虐待といじめの現状

神保町応援隊の
「おさんぽ隊」

本を通して育てる感性

神保町の街が大好きな人た
ちの集まり「神保町応援隊」
（MIWの登録団体）のなか
のグループ。読み聞かせ
を中心に活動。20代の学
生から70代までの15〜
16人が参加しています。

児童虐待相談件数の推移

地域で子どもを
守り育て、育ち合う
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■神保町おさんぽ隊について詳しくは　http://osanpo-jimbo.com/
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特集2

す
ず
ら
ん
祭
り
で
お
は
な
し
会

  

千
代
田
区
神
保
町
は
古
書
店
が

立
ち
並
ぶ
本
の
街
。
そ
ん
な
「
神

保
町
が
大
好
き
な
神
保
町
フ
ァ
ン
」

が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
の
が
「
神

保
町
応
援
隊
」
で
す
。 

そ
の
な
か

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
「
神
保
町
お
さ
ん

ぽ
隊
」。　

　

今
年
５
月
に
神
保
町
で
開
催
さ

れ
た
「
す
ず
ら
ん
祭
り
」
で
も
、「
お

さ
ん
ぽ
隊
」
の
皆
さ
ん
が
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
し
た
。
す
ず
ら
ん
通

り
に
建
て
ら
れ
た
テ
ン
ト
「
み
ん

な
の
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
」
に
は
、
朝

か
ら
始
ま
り
を
待
ち
か
ね
た
親
子

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

始
ま
る
前
か
ら
読
み
手
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
じ
ゃ
れ
合
う

初
対
面
の
子
ど
も
た
ち
。
絵
本
が

子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
を
縮
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

お
話
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
そ

の
な
か
で
、
自
分
の
好
き
な
絵
本

を
読
み
続
け
る
子
も
い
て
、
そ
れ

　

七
夕
の
飾
り
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
プ
が
終
わ
り
に
さ
し
か
か
る

と
、
お
待
ち
か
ね
の
お
は
な
し
会
。

紙
芝
居
「
な
ぜ
、
七
夕
に
さ
さ
か

ざ
り
を
す
る
の
？
」（
常
光
徹
／
監

修
、
藤
田
ひ
お
こ
／
絵
）
を
は
じ
め
、

「
し
ん
か
ん
く
ん 

よ
う
ち
え
ん
に
い

く
」（
の
ぶ
み
／
作
）、「
ご
め
ん
ね
！
」

（
ノ
ル
ベ
ル
ト・ラ
ン
ダ
／
作
、
テ
ィ

ム
・
ワ
ー
ン
ズ
／
絵
）、
英
語
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
D
o
w
n 

b
y 

t
h
e  

S
t
a
t
i
o
n
」（
W
i
l
l 

H
i
l
l
e
n
b
r
a
n
d
）
で
は

ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
み

ん
な
で
英
語
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　
「
お
さ
ん
ぽ
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
に

伺
い
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
、
幼
稚
園
に
行
け
な
く

な
っ
た
子
を
皆
で
迎
え
に
い
く
話

や
、
け
ん
か
し
た
け
ど
ち
ゃ
ん
と

謝
っ
て
仲
直
り
す
る
絵
本
。
地
域

の
な
か
で
、
子
ど
も
と
大
人
が
絵

ぞ
れ
の
子
ど
も
が
好
き
な
よ
う
に

自
由
に
「
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
」
に
い

ら
れ
る
雰
囲
気
で
す
。

　

じ
っ
と
聞
い
て
い
た
か
と
思
う

と
突
然
質
問
が
出
た
り
歓
声
が
上

が
っ
た
り
。絵
本「
大
き
な
か
ぶ
」（
ト

ル
ス
ト
イ
／
作
、
佐
藤
忠
良
／
絵
）

で
み
ん
な
で
か
ぶ
を
引
き
抜
く
場

面
で
は
「
う
ん
と
こ
し
ょ
、
ど
っ

こ
い
し
ょ
」
と
、
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
の
大
き
な
声
。
周
り
の

大
人
た
ち
も
一
緒
に
声
を
合
わ
せ

ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
と

言
え
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
け
ど
、

お
は
な
し
会
に
は
〈
楽
し
い
〉〈
友

達
を
大
切
に
す
る
〉〈
助
け
合
う
〉

な
ど
の
テ
ー
マ
の
本
を
選
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

か
ら
、
互
い
を
認
め
て
大
切
に
す

る
こ
と
を
感
性
で
感
じ
て
く
れ
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

渡
島
直
之
さ
ん
。

　

参
加
し
た
母
親
は
「
自
宅
で
も

本
を
通
し
て
、『
こ
れ
は
大
切
！
』

と
い
う
事
を
感
じ
ら
れ
る
場
が
あ

る
の
が
い
い
で
す
よ
ね
」（
加
藤
ね

い
さ
ん
）

　
「
専
業
主
婦
で
子
ど
も
を
育
て
て

き
た
な
か
で
、
男
だ
か
ら
女
だ
か

ら
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
子
ら
し

く
人
生
を
生
き
て
ほ
し
い
と
育
て

て
き
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な
英

語
を
使
っ
て
固
定
観
念
に
縛
ら
れ

な
い
生
き
方
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
」（
横
溝
美
由
紀
さ
ん
）

　

気
負
わ
ず
、
無
理
な
く
、
楽
し
ん

で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
「
神
保

町
お
さ
ん
ぽ
隊
」
の
皆
さ
ん
。
そ

の
活
動
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り

を
認
め
合
い
、
個
性
を
大
切
に
す

る
思
い
を
育
て
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
は
し
ま
す
が
、
え
ほ

ん
ひ
ろ
ば
で
の
子
ど
も
の
反
応
が

違
い
ま
す
。
若
い
男
性
か
ら
年
配

の
女
性
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

が
絵
本
を
読
ん
で
く
れ
る
し
、
こ

こ
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
も
さ
ま

ざ
ま
。
世
界
が
広
が
る
み
た
い
で
、

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

〈
本
好
き
〉
が
集
ま
っ
て

　
「
神
保
町
応
援
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

は
10
代
か
ら
70
代
以
上
ま
で
の

1
3
0
人
。
男
女
半
々
で
、
職
業
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
神
保
町
を
楽
し
い

魅
力
的
な
街
に
す
る
た
め
、
お
祭

り
の
応
援
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

誌
「
お
さ
ん
ぽ
神
保
町
」
な
ど
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の「
応
援
隊
」

の
中
で
「
お
さ
ん
ぽ
隊
」
に
は
本

好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
水
道
橋
に
あ
る
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
学
院
や
共
立
女
子
大
学
の
学

生
さ
ん
、
子
ど
も
や
孫
に
読
み
聞

か
せ
を
と
思
う
主
婦
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

本
屋
と
コ
ラ
ボ
で
お
は
な
し
会

　

街
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、「
お

さ
ん
ぽ
隊
」
は
神
保
町
の
本
屋
さ

ん
で
定
期
的
に
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
季
節
の
行
事
に
合

わ
せ
て
年
３
回
程
度
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
７
月
１
日（
日
）に
は「
七

夕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
お
は
な
し

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今年の5月26日（土）、本の街神保町での「す
ずらん祭り」におさんぽ隊の皆さんが「みんな
のえほんひろば」を出店。テントのなかには絵
本がいっぱい。読み聞かせが始まると、子ども
たちはじっと聞き入り、読み手のお兄さんの質
問に我先に声をあげていました。

パネルシアターによる『アイウエ王』

渡島直之さん

横溝美由紀さん

神保町おさんぽ隊の皆さん

7月1日の「七夕ワークショップ＆おはなし会」（「ブックハウス神保町」で）

児童虐待

　厚生労働省によると、平成22年度の全国
の児童相談所における児童虐待に関する相談
は５万6,384件（福島県を除く）。相談件
数は年々増加しており、平成22年度は児童
虐待防止法施行前の11年度に比べて、４.８
倍になっています。また、虐待や心中によっ
て88人（虐待49人、心中39人）の子ど
もが死亡しています。20年度の128人（虐
待67人、心中61人）から減ったものの、
２日強に一人の割合で子どもの命が奪われて
います。虐待で死亡した子どもの9割が０
〜5歳児で、0歳が4割を占めています。

（平成22年度「児童虐待相談の対応件数及び虐待によ
る死亡事例件数」　厚生労働省）

いじめ

　平成22年度のいじめの件数（認知）は7
万5,295件で、平成18年度12万4,898
件よりは減ったものの、昨年の7万2,778
件よりも増加しています。小学生から高校生
まで1,000人当たり５．６件のいじめが発生
していることになります。
（平成22年度　「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸
問題に関する調査」文部科学省）

児童虐待といじめの現状

神保町応援隊の
「おさんぽ隊」

本を通して育てる感性

神保町の街が大好きな人た
ちの集まり「神保町応援隊」
（MIWの登録団体）のなか
のグループ。読み聞かせ
を中心に活動。20代の学
生から70代までの15〜
16人が参加しています。

児童虐待相談件数の推移

地域で子どもを
守り育て、育ち合う
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■神保町おさんぽ隊について詳しくは　http://osanpo-jimbo.com/



種　類 交付要件 助成金額・奨励金額

育児休業助成金 育児休業取得中の従業員に雇用保険の育児休業給付金に上乗せし
て 1 ヶ月以上給与を支払っていること。

1 人につき支給総額の３分の２
（上限 20 万円）。

配偶者出産休暇制度奨励金

従業員の配偶者が出産した際、有給により連続２日以上取得できる
特別休暇制度を平成 17 年４月以降創設、就業規則に規定し、利用
者が発生したこと。平成 17 年以前の制度化の場合も、平成 17 年
4 月以降の利用者発生ごとに申請できる。

１事業所１回に限り 20万円を、
２人目以降、利用者発生ごとに
１人につき５万円。

子の看護休暇制度奨励金 育児・介護休業法による子の看護休暇を有給としていることを就業
規則等に規定し、１人につき年度内３日以上の取得者がいること。 １人につき３万円。

子育てのために仕事を休みたいと思っても、周りに迷惑をかけるのではと思ってしまうもの。
そこで、千代田区では、中小企業を対象に、仕事と家庭の両立を支援するさまざまな助成金
／奨励金制度を実施しています。区の制度を利用している企業に伺いました。

他にも、職場復帰プログラム奨励金や情報提供奨励金があります。
【お問合せ】千代田区政策経営部国際平和・男女平等人権課  ☎０3-5211-4166（直通）  Ｅ- mail：kokusaidanjo@city.chiyoda.lg.jp

区からの助成金が
「育児で休める」気持ちを後押し

千代田区の
■育児休業助成金
■ 配偶者出産休暇制度
　奨励金

11 10

　現在、アムネスティ・インターナショナル日本では、レズ
ビアン・ゲイなどの LGBT＊の人びとの平等な権利を求めて、
日本政府（外務大臣）に宛てた署名アクションを行っています。

　2008 年 10 月、自由権規約委員会による第 5 回日本政府報告書の審査の最終見解が発表され、日本政府に
対して具体的な改善勧告がされています。アムネスティ・インターナショナル日本は、そこに記載された具体
的な改善措置について、日本政府が直ちに必要な措置をとるよう強く呼びかけています。
　パラグラフ 29 では、LGBT の人びとに対して雇用、居住、社会保険、健康保険、教育および法によって規
制されたその他の領域における差別があることに懸念を有するとしています。
　例えば、公営住宅法第 23 条 1 項が、婚姻または婚姻関係になる異性のカップルのみを対象としているため、
婚姻していない同性のカップルは公営住宅を借りることができません。また、「配偶者からの暴力の防止及び被
害者の保護に関するする法律（DV 防止法）」が、同性のパートナーによる暴力からの保護を排除しています。
このため、アムネスティは、日本政府に対して、
●	差別禁止の対象に性的指向を根拠とするものを含めるよう法律を改正することを早急に実施すること
●	�婚姻していない同居している異性カップルに付与されている便益を、同居している同性カップルにも同等に

付与することを保証すること
●	�同性カップルを含む婚姻していないカップルにも、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律
（DV 防止法）」による保護を付与するために改善処置を取ること

を要請し、日本政府が直ちに性的指向と性自認を理由とした差別をなくすための必要な措置を講じることを求
めています。
　LGBT の人びとに対する性的指向や性自認を理由とした差別をなくし、だれもが平等な権利を享受できるよ
う、一緒に行動を起こしましょう！

■ジェンダーチームの活動
　アムネスティの中のジェンダーチームは、特に「ジェンダー差別に基づく人権侵害」についてボランティア
で取り組んでいます。主な活動内容は、女性と LGBT の人びとに対する暴力と差別に
関する情報発信で、情報誌『のら』の他、アピールはがき付きのアクションキット**
を作成し、配布しています。
　ニカラグアの性暴力に関するアクションについては、WEB およびニュースレター
で署名の呼びかけを行っています。また、ウェブサイトでの情報発信も行っています。
どなたでも参加できます。どうぞお問い合わせください。

登録団体

現在、MIWの登録団体は29。登録団体の皆さんに、
順に活動について書いていただいています。

アムネスティ・インターナショナル日本 
YES！ パラグラフ29 LGBT の
人びとの平等な権利を !
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チームの URL　	http://www.amnesty.or.jp/get-involved/act/team/gender.html
お問合せ	 ai_gender@yahoo.co.jp

＊　レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーなどのセクシュアル・マイノリティ（性的な少数派）
＊＊アクションキットとは、アピールハガキとその背景情報を合わせたパンフレットのことです。

2011 年 6 月、ブルガリアのソフィアでのプライド・パレード
ⓒ LGBT Youth Organization "Deystvie"

 「育休取っても大丈夫」に雰囲気が変わった！
　今回お訪ねしたのは、
飯田橋にある（株）エ
フピー・ワン・コンサ
ルティング。これまで、
区の育児休業助成金、
配偶者出産休暇制度奨
励金＊（下記に制度の詳
細）を利用されていま

す。代表の竹内一信さんと齋藤真澄さんにお話を伺いました。
　竹内さんと齋藤さんは公私とものパートナー。竹内さんの
会社はファイナンシャルプランニングや保険の診断サービス
等を行い、同じフロアで齋藤さんは、社会保険労務士法人
ヴァースの代表として働いています。
　竹内さんの会社では、昨年、お子さんが産まれた男性社員
が配偶者出産休暇と９ヶ月の育児休暇を取りました。その時
に区の制度を利用しました。
　「小さな会社ですから、育児休業を取るのは、社員からす
れば断腸の思い。経営側も『社員の当然の権利、取ってほしい』
と思いながら、正直、どうしようというのが本音です。そん
な時、経営者側から『区から奨励金をもらっているから』と
のひと言があると、社員は休みやすくなります。そうするこ
とで、『育休を取っても大丈夫』と職場の雰囲気が変わって
きますね」（竹内さん）
　「私達夫婦も８歳と１歳９ヶ月の子どもがいるので、子ど
もの急な病気で仕事を休むこともあります。会社内に、『不
測の事態がおこっても大丈夫、会社も社員も協力するから』
という雰囲気ができていると、育児ばかりでなく、介護も含
めて、本当に休みたい時に無理なく休めます。働きやすい社
内の雰囲気づくりに区の助成金制度は役立っていると思いま
すね」（齋藤さん）

　制度を利用する事で、育休が取りやすくなるだけなく、社
員の仕事へのモチベーションも高まり、働く環境の充実につ
ながっているとのことです。

助成金／奨励金は、中小企業の強い味方
　「助成金／奨励金はもちろん本来の目的を果たすためのお
金ですが、経営する側からみると、返さなくても良いお金で
す。助成金／奨励金 20 万円は、売上げ 1,000 万円の純利
益に匹敵するようなお金なのです。経営の厳しい中小企業に
とって、働く環境を整備すると同時に、経営にもプラスになっ
ています」と経営の視点からの助成金のメリットについて、
竹内さんは話されました。
　竹内さんは独立開業する以前は、信用金庫で中小零細企業
の資金繰りの相談／調達をしていました。そこで、経営に役
立つ助成金／奨励金を知り、実際にその利用を企業に紹介し
てきました。
　「日本の企業の 99％、働く人の 8 割は中小零細企業。ど
こも厳しい経営です。けれど、どれほど助成金／奨励金が経
営に役立っているか、まだまだ知られていません。私は中小
企業の経営者向けに経営セミナーを開いていますが、経験談
として自分たちが利用したこの区の制度についても話してい
ます。1,000 人以上には話したことになるのでは…」と、
区の制度を PR して下さっていることを初めて知りました。
また、竹内さんは自社のホームページでも助成金制度の情報
提供や相談をしています。
　
　仕事と家庭の両立を進めることはもちろん、経営側の視点
でも区の助成金／奨励金制度が役立っていることを今回の訪
問で伺いました。働く人が働きやすく、経営にも役にたつ、
そんな助成金／奨励金制度。多くの中小企業のご利用をお待
ちしています。



種　類 交付要件 助成金額・奨励金額
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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。MはMan（男性）、Iは Intercommunication（情報や意見の交換）、WはWoman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、2009 年 6 月の男女共
同参画週間に、写真展「きらめきの
ひと 仕事を拓く」を開催しました。
表紙の写真は、ご登場いただいた
10 人のうちの一人、今井敏幸さん

（看護士・（財）エイズ予防財団 流
動研究員「2009 年撮影当時」）です。
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千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、性に関す
ること、セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴力
などについて相談を受けています。相談は面接でも電話でも可。予
約制になっています。（区内在住、在勤、在学の方対象）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
〈無料・カウンセラー（女性）が担当します〉

◆相談日時
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 17:00～ 21:00
 
第1・3・5　 17:00～ 21:00
第 2・4 　 10:30～ 15:30

 
第1・3・5　 10:30～ 15:30（英）
第 2・4 　 17:00～ 21:00（英）
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 10:30～ 15:30（英）

 ※（英）=英語での相談もできます。

在住の方のみ、託児サービス（有料）があります。

水曜日 金曜日

木曜日 土曜日

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2012年 8月31日

　男女共同参画が進んできたとはいえ、社会や政治の分野での男女の格
差を測る「ジェンダー・ギャップ指数」（世界経済フォーラム　2011 年）
では、日本は 135 カ国中 98 位。男女共同参画社会基本法の制定から 13
年を経過した現在でも、女性の参画は大きな課題となっています。そこ
で MIW では、今年の男女共同参画週間には改めて、女性の社会参画の道
を切り拓いたパイオニアたちに注目しました。UIFA JAPON（国際女性
建築家会議日本支部）のご協力を得て、女性建築家の軌跡をたどる展示「未
来へ―女性建築家のパイオニアたちの肖像展」をはじめ、男女雇用機会
均等法成立の立役者で女性官僚のパイオニアである赤松良子さんの講演、
明治から平成へと激動の時代を駆け抜けた女性たちの活動を追った DVD

「Women Pioneers ― 女性先駆者たち」10 巻を上映しました。

平成24年男女共同参画週間企画「女性パイオニアたち」�

MIWのイベント報告

情報交流会MIW千夜一夜84夜
女性の視点で考える都市型災害への防災力
日　時　 2012年 10月 3日（水）18：30～ 20：00
場　所 千代田区男女共同参画センターMIW交流サロン
ゲスト  浅野幸子さん（早稲田大学地域社会と危機管理研究所客員研究員）、
 千代田区防災・危機管理課職員
女性の視点を入れた地域の防災力アップ・区の防災計画について、危
機管理の専門家や区の担当者にお話を伺います。

MIW登録団体の皆さんの企画
◆ 11月 13日（火）18：30～ 20：00　MIW交流サロン
	 大人のためのおはなし会「カラーパープル—紫にまつわるお話たち」
 神保町応援隊
◆ 11月 17日（土）14：00～ 15：30　MIW交流サロン
	 「SNSなどのネット利用と個人情報保護」
 個人情報保護コンサルタント・コミュニティ

編集後記■ ロンドンオリンピックも無事終了しました。さまざまな感動を与えてくれた大会だったと思います。
連日テレビに釘づけになり、少し寝不足な方もいらっしゃったのではないでしょうか。▼今回、ＭＩ
Ｗで初めて実施した６回にわたる連続講座「幸福へ向かう生き方」は毎回盛況でした。参加した皆
様方にとって、自分にとって幸福とは何かをあらためて考える良い機会になったのではないでしょ
うか。国別「生活への満足度」の順位が日本は 44位、せめて10位入賞には入りたいものですね。（Ｕ）

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　 03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）

（ミュウ）

「
未
来
へ—

女
性
建
築
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
肖
像
展
」

女
性
建
築
家
た
ち
が
設
計
し
た
建
物
の
設
計
図
な
ど
を
展
示

区役所 1Fの区民ホールで実施した男女共同参画週間のイベント

アンケートから感想をご紹介します

MIWでは、今年の男女共参画週間
（6月 23日～ 29日）の事業として

「女性パイオニアたち」を開催しました。


